
 
 

湖西都市計画 区域区分の変更 

 
 

湖西都市計画区域区分を次のように変更する。 

 
１ 市街化区域及び市街化調整区域の区分 

「計画図表示のとおり」 

 
２ 人口フレーム 

年次 

区分 

2020 年 

令和２年 

(基準年) 

2030 年 

令和 12 年 

(基準年の 10 年後) 

都 市 計 画 区 域 内 人 口  57.9 千人 おおむね  53.6 千人 

市 街 化 区 域 内 人 口  40.3 千人 おおむね  39.4 千人 

 

配 分 す る 人 口 － 39.3 千人 

保 留 す る 人 口 － 0.1 千人 

 

特 定 保 留 － 0.0 千人 

一 般 保 留 － 0.1 千人 

 
３ 産業フレーム（静岡県） 

年次 

区分 

2020 年 

令和２年 

(基準年) 

2030 年 

令和 12 年 

(基準年の 10 年後) 

県 内 工 場 出 荷 額 125,868 億円 おおむね 140,607 億円 

（注）産業フレームは静岡県全体で設定している。 



 

理 由 

 

 第８回定期見直し以降における都市化の動向、都市基盤整備の状況、今後の

土地利用の見通し、農業的土地利用の状況等を勘案し、区域区分を本案のとお

り変更する。 

 



変 更 理 由 

 

都市計画法第６条に基づき令和２年度以降に実施した都市計画に関する基礎

調査の結果、第８回定期見直し以降における都市化の動向、都市基盤整備の状

況、今後の土地利用の見通し、農業的土地利用の状況等が明らかとなったこと

から、これらを勘案し、次のとおり市街化区域と市街化調整区域との区分（以

下、「区域区分」という。）に関する都市計画を変更する。 

 

湖西都市計画区域マスタープランでは、国道１号と湖西市中心部を南北に結

ぶ都市計画道路大倉戸茶屋松線の沿道一帯を、新たな産業の立地を促進する産

業拠点として位置付けている。また、沿道の一部である浜名湖西岸地区におい

ては、既に工業地の形成が始まっている。 

大沢地区及び内山地区（以下、「本地区」という。）は、整備が進んでいる都

市計画道路大倉戸茶屋松線に接し、国道１号へのアクセスが確保され交通利便

性が一層向上する地区である。さらに、周辺には、自動車関連の工場などが多

く立地しており、産業機能を集積することで、工業の利便性を増進させること

ができる。 

加えて、津波の影響が少ない内陸部に位置し、地震時における影響が少ない

地区である。 

以上のことから、防災性に優れ、交通優位性の高い新たな工業地として、適

正な土地利用の誘導を図る必要があるため、本地区を市街化区域に編入する。 

 

その他、目標年次における人口、産業等を適切に収容するため、区域区分の

人口・産業フレームを本案のとおり変更する。 



 

変 更 概 要 

 

市町名 

市街化区域面積（ha） 

備 考 

現行 編入 除外 計 

湖西市 約1,239.0 約 10.3 - 約 1,249.3  

合 計 約1,239.0 約 10.3 - 約 1,249.3  

 

（内 訳） 
番号 市町名 箇所名 編入（ha） 除外（ha） 

１ 
湖西市 

大沢 約 4.9 - 

２ 内山 約 5.4 - 
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